
≪大腿骨近位部骨折評価表≫
□初期　□定期　□最終

氏名：　　　　　　　　　　　　　年　　　月　　　日　　担当：

１．必須項目 　　　年齢：　　　　歳　　　身長：　　　　cm　　　体重：　　　　Kg
文献・推論番号 項目 評価結果 memo

❶ 画像所見 □確認（骨折レベル、転移、大腿骨頸部の短縮・骨頭変位等）

❷

手術法 □HHA（BHA等) 　□THA　□CHS　□γネイル　□PHN　□エンダー釘

侵入法：切離

□後方：梨状筋腱部・大転子　　　□後側方：中小殿筋後方・大転子
□側方：大転子　　　　　　　　　□前側方：中小殿筋腱部前方・大転子
□前側方（最小侵襲術）：なし　　□前方：筋膜張筋起始部
□前方（最小侵襲術）：なし

❸ 脱臼リスク
□前方・前外方アプローチ：伸展・内転・外旋
□後方・後側方アプローチ：屈曲・内転・内旋
※前方アプローチは前方、後方アプローチは後方脱臼リスクが高い

➍
認知機能検査
（MMSE or HDS-R）

□MMSE（　　　　　/30 ）　□HDS-R（　　　　　/30 ）
※カットオフ値：MMSE23点・HDS-R20点以下

❺ 視診・触診
視診・触診（　　　　　　　　　　　　　　　   ）
□腫脹　□熱感　□発赤　（　　　　　　　　　　）

❻ 疼痛(NRS)安静時/動作時　 NRS：安静時（　　　　　）　動作時（　　　　　）　荷重時（　　　　　）

➐ 下肢長測定(SMD・TMD)  (R/L) SMD（　　　　　/　　　　　）TMD（　　　　　/　　　　　）

❽ 下肢周径(大腿)（R/L） 膝蓋骨上縁より15cm上（　　　　　/　　　　　）　　　

❾ 関節可動域：股関節（R/L）
屈曲　active（　　　　　/　　　　　）passive（　　　　　/　　　　　）
伸展　active（　　　　　/　　　　　）passive（　　　　　/　　　　　）
外転　active（　　　　　/　　　　　）passive（　　　　　/　　　　　）
内転　active（　　　　　/　　　　　）passive（　　　　　/　　　　　）
　　

➓
筋力(MMT)：股関節（R/L） 屈曲（　　　　　/　　　　　）伸展（　　　　　/　　　　　）

外転（　　　　　/　　　　　）内転（　　　　　/　　　　　）

筋力(MMT)：膝関節（R/L) 伸展（　　　　　/　　　　　）

⓫
バランス
(TUG、BBS)

TUG：右回り（　　　　　）　左回り（　　　　　）

BBS（　　　　　/56）　（評価用紙有）

※カットオフ値：TUG > 13.5秒　
BBS 病棟自立レベル ≧ 46点以上、病棟内見守りレベル ≧ 36点以上

⓬ 歩行速度(10ｍ歩行)
通常速度（　　　　　秒）　　最速速度（　　　　　秒）　

※カットオフ値：自立度判定の指標は屋内歩行24.6秒、屋外歩行11.6秒
　　　　　　　　サルコペニア基準値<1.0m/秒

⓭ サルコペニア

握力（　　　　　/　　　　　）　　　
※カットオフ値：男性<28kg　女性<18kg
In Body：SMI（　　　　　kg/㎡）

※カットオフ値：SMI　男性＜7.0㎏/㎡　女性＜5.4㎏/㎡

⓮ 離床時間 □離床時間（　　　　　）（評価用紙有）

⓯ 排泄 □排泄チェックシート（評価用紙有）

⓰ ADL（FIM）
□FIM ：運動項目（　　　　　/91）　
　　　  認知項目（　　　　　/35）　合計（　　　　　 /126）　

【考察】



≪大腿骨近位部骨折評価表≫
□初期　□定期　□最終

氏名：　　　　　　　　　　　年　　　月　　　日　　担当：　　

２．推奨項目 　　　年齢：　　　　歳　　　身長：　　　　cm　　　体重：　　　　Kg
文献・推論番号 項目 評価結果 memo

① 下肢周径(大腿)（R/L） patella直上（　　　　/　　　　）5cm上（　　　　/　　　　）
10cm上　  （　　　　/　　　　)　　　

② 受傷前行動範囲(NMS) （　　　　　/9）　（評価用紙有）

③
世界標準化身体活動質問表
GPAQ （文献表に評価用紙リンク有）

④ 転倒恐怖心(FES-I) （　　　　　/64）　（評価用紙有）

⑤ 荷重評価(静止立位・最大) 静止立位：（　　　/　　　kg）　最大荷重：（　　　 /　　　kg）

⑥ 移動能力(CAS) （　　　　　/6）　（評価用紙有）

⑦
Short Physical Performance Battery
（SPPB）

バランス（　　　　）　歩行（　　　　）　5回起立（　　　　）
合計（　　　　  /12）　（評価用紙有）

※カットオフ値：≦9

⑧ ６分間歩行

（　　　　　m）

※有意な変化量（MCID）：地域高齢者20m

⑨ Harris Hip score(HHS) （　　　　　　）　（文献に計算リンク有）

【考察】



Berg Balance Scale（BBS）
評価日：　　　　　　　　　　　　　　

評価者：　　　　　　　　　　　　　　

1 立ち上がり（椅子坐位からの立ち上がり） 8 両手前方（上肢を前方へ伸ばす範囲）

◇指示：「手を用いずに立って下さい」 ◇指示：「両手を 90°上げて下さい。指を伸ばした状態でできるだけ前方に手を伸ばして下さい」

4：立ち上がり可能
→測定者は、被験者が 90°に上肢を上げたときに指先の先端に定規を当てる。前方に伸ばしている間、定規に指先
が触れないようにする。最も前方に傾いた位置で指先が届いた距離を記録する。

3：手を用いれば一人で立ち上がり可能 4：確実に 25 ㎝以上前方へリーチ可能

2：数回試した後、手を用いて立ち上がり可能できない 3：12.5 ㎝以上安全に前方へリーチ可能

1：立ったり、平衡をとるために最小限の介助が必要 2：5 ㎝以上安全に前方へリーチ可能

0：立ち上がりに中等度ないし高度な介助が必要 1：監視があれば前方へリーチ可能

0：転倒しないように介助が必要

2 立位保持 9 拾い上げ（床から物を拾う）

◇指示：「つかまらずに 2 分間立ったままでいて下さい」 ◇指示：「足の前にある靴（あるいはスリッパ）を拾い上げて下さい」

4：安全に 2 分間立位保持可能 4：安全かつ簡単に靴（あるいはスリッパ）を拾い上げることが可能

3：監視下で 2 分間立位保持可能 3：監視があれば靴（あるいはスリッパ）を拾い上げることが可能

2：30 秒間立位保持可能 2：独力で平衡を保ったまま 2.5～5 ㎝のところに置いたスリッパまでリーチできるが、拾い上げることはできない

1：30 秒間立位保持に数回の試行が必要 1：検査中監視が必要であり、拾い上げることもできない

0：介助なしには 30 秒間立っていられない 0：転倒しないように介助が必要で、検査ができない

※  2分間安全に立位保持できれば、坐位保持の項目は満点とし、「4 坐り（立位から坐位へ）」の
項目にすすむ

3 坐位保持（両足を床につけ、もたれずに坐る） 10 振り返り（左右の肩越しに後ろを振り向く）

◇指示：「腕を組んで 2 分間坐って下さい」 ◇指示：「左肩越しに後ろを振り向いて下さい。それができたら今度は右肩越しに後ろを振り向いて下さい」

4：安全確実に 2 分間坐位をとることが可能 4：上手に体重移動しながら、両方向から振り向ける

3：監視下で 2 分間坐位をとることが可能 3：一方向からのみ振り向きができる。もう一方向では体重移動が少ない

2：30 秒間坐位をとることが可能 2：横を向けるだけだが、バランスは保てる

1：10 秒間坐位をとることが可能 1：振り向く動作中に監視が必要

0：介助なしでは 10 秒間坐位をとることが不可能 0：転倒しないように介助が必要

4 坐り（立位から坐位へ） 11 360°方向転換（1 回転）

◇指示：「どうぞお坐り下さい」 ◇指示：「円周上を完全に 1 周回って下さい。いったん止まり、その後反対方向に 1 周回って下さい」

4：ほとんど手を使用せずに安全に坐ることが可能 4：4 秒以内に両方向安全に 1 周回ることが可能

3：両手でしゃがみ動作を制御する 3：4 秒以内に一方向のみ安全に 1 周回ることが可能

2：両下腿背側を椅子に押しつけてしゃがみ動作を制御する 2：ゆっくりとなら 1 周回ることが可能

1：坐れるがしゃがみ動作の制御ができない 1：間近での監視が必要か、言葉での手がかりが必要

0：介助しないとしゃがみ動作ができない 0：1 周するのに介助が必要

5 トランスファー 12 踏み台昇降

◇指示： 「車椅子からベッドに移り、また車椅子へ戻って下さい」 ◇指示：「足台の上に交互に足をのせて下さい。各足が 4 回ずつ足台にのるまで続けて下さい」

◇指示：まず肘掛を使用して移って下さい。次に肘掛を使用しないで移って下さい」 4：支持なしで安全にかつ 20 秒以内に 8 回足のせが可能

4：ほとんど手を使用せずに安全にトランスファーが可能 3：支持なしで 20 秒以上必要であるが、完全に 8 回足のせが可能

3：手を十分に用いれば安全にトランスファーが可能 2：監視下であるが、介助不要で、完全に 4 回足のせが可能

2：言葉での誘導もしくは監視があればトランスファーが可能 1：最小限の介助で、完全に 2 回以上の足のせが可能

1：トランスファーに介助者 1 名が必要 0：転倒しないよう介助が必要。または試行不可能

0：2 名の介助者もしくは安全面での監視が必要

6 立位保持（閉眼での立位保持） 13 タンデム立位（片足を前に出した立位保持）

◇指示：「目を閉じて 10 秒間立っていて下さい」
◇指示：（課題を実地で説明）「一方の足をもう片方の足のすぐ前にまっすぐ置いて下さい。もしできないと感じたなら
ば、前になっている足の踵を、後ろになっている足のつま先から十分に離れたところに置いてみて下さい」

4：安全に 10 秒間閉眼立位可能 4：単独で継ぎ足を取ることができ、30 秒保持可能

3：監視のもとで 10 秒間閉眼立位可能 3：単独で足を別の足の前に置くことができ、30 秒保持可能

2：3 秒間は立位保持可能 2：単独で足をわずかにずらし、30 秒保持可能

1：閉眼で 3 秒間立位保持できないが、ぐらつかないで立っていられる 1：検査姿勢をとるために介助を要するが、15 秒保持可能

0：転倒しないよう介助が必要 0：足を出すとき、または立っているときにバランスを崩してしまう

7 立位保持（両足を一緒に揃えた立位保持） 14 片足立位

◇指示： 「足を揃えて、何もつかまらずに立っていて下さい」 ◇指示：「どこにもつかまらず、できるだけ長く片足で立っていて下さい」

4：一人で足を揃えることができ、1 分間安全に立位可能 4：単独で片足を上げ、10 秒以上保持可能

3：一人で足を揃えることができ、1 分間監視 3：単独で片足を上げ、5～10 秒保持可能

2：一人で足を揃えることはできるが、30 秒立位は不可能 2：単独で片足を上げ、3 秒もしくはそれ以上保持可能

1：開脚立位をとるために介助が必要であるが、足を揃えて 15 秒立位可能 1：片足を上げることはできるが、片足立ちを 3 秒保持することができない

0：開脚立位をとるために介助が必要で、15 秒立位保持不可 0：試行不可能、もしくは転倒予防に介助が必要

※  以下の項目は、立位保持中に実施する

総合得点：　　　／56点



号室 様     ≪離床時間表≫ 月 日
6時 7時 8時 9時 10時 11時 12時 13時 合計

時間 0 10 20 30 40 50 0 10 20 30 40 50 0 10 20 30 40 50 0 10 20 30 40 50 0 10 20 30 40 50 0 10 20 30 40 50 0 10 20 30 40 50 0 10 20 30 40 50

分

離床
開始

離床
終了

14時 15時 16時 17時 18時 19時 20時 21時
時間 0 10 20 30 40 50 0 10 20 30 40 50 0 10 20 30 40 50 0 10 20 30 40 50 0 10 20 30 40 50 0 10 20 30 40 50 0 10 20 30 40 50 0 10 20 30 40 50
離床
開始

離床
終了

22時 23時 24時 1時 2時 3時 4時 5時
時間 0 10 20 30 40 50 0 10 20 30 40 50 0 10 20 30 40 50 0 10 20 30 40 50 0 10 20 30 40 50 0 10 20 30 40 50 0 10 20 30 40 50 0 10 20 30 40 50
離床
開始

離床
終了

備考

様     ≪離床時間表≫
6時 7時 8時 9時 10時 11時 12時 13時 合計

時間 0 10 20 30 40 50 0 10 20 30 40 50 0 10 20 30 40 50 0 10 20 30 40 50 0 10 20 30 40 50 0 10 20 30 40 50 0 10 20 30 40 50 0 10 20 30 40 50

分

離床
開始

離床
終了

14時 15時 16時 17時 18時 19時 20時 21時
時間 0 10 20 30 40 50 0 10 20 30 40 50 0 10 20 30 40 50 0 10 20 30 40 50 0 10 20 30 40 50 0 10 20 30 40 50 0 10 20 30 40 50 0 10 20 30 40 50
離床
開始

離床
終了

22時 23時 24時 1時 2時 3時 4時 5時
時間 0 10 20 30 40 50 0 10 20 30 40 50 0 10 20 30 40 50 0 10 20 30 40 50 0 10 20 30 40 50 0 10 20 30 40 50 0 10 20 30 40 50 0 10 20 30 40 50
離床
開始

離床
終了

備考

様     ≪離床時間表≫
6時 7時 8時 9時 10時 11時 12時 13時 合計

時間 0 10 20 30 40 50 0 10 20 30 40 50 0 10 20 30 40 50 0 10 20 30 40 50 0 10 20 30 40 50 0 10 20 30 40 50 0 10 20 30 40 50 0 10 20 30 40 50

分

離床
開始

離床
終了

14時 15時 16時 17時 18時 19時 20時 21時
時間 0 10 20 30 40 50 0 10 20 30 40 50 0 10 20 30 40 50 0 10 20 30 40 50 0 10 20 30 40 50 0 10 20 30 40 50 0 10 20 30 40 50 0 10 20 30 40 50
離床
開始

離床
終了

22時 23時 24時 1時 2時 3時 4時 5時
時間 0 10 20 30 40 50 0 10 20 30 40 50 0 10 20 30 40 50 0 10 20 30 40 50 0 10 20 30 40 50 0 10 20 30 40 50 0 10 20 30 40 50 0 10 20 30 40 50
離床
開始

離床
終了

備考

様     ≪離床時間表≫
6時 7時 8時 9時 10時 11時 12時 13時 合計

時間 0 10 20 30 40 50 0 10 20 30 40 50 0 10 20 30 40 50 0 10 20 30 40 50 0 10 20 30 40 50 0 10 20 30 40 50 0 10 20 30 40 50 0 10 20 30 40 50

分

離床
開始

離床
終了

14時 15時 16時 17時 18時 19時 20時 21時
時間 0 10 20 30 40 50 0 10 20 30 40 50 0 10 20 30 40 50 0 10 20 30 40 50 0 10 20 30 40 50 0 10 20 30 40 50 0 10 20 30 40 50 0 10 20 30 40 50
離床
開始

離床
終了

22時 23時 24時 1時 2時 3時 4時 5時
時間 0 10 20 30 40 50 0 10 20 30 40 50 0 10 20 30 40 50 0 10 20 30 40 50 0 10 20 30 40 50 0 10 20 30 40 50 0 10 20 30 40 50 0 10 20 30 40 50
離床
開始

離床
終了

備考
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Cumulated Ambulation Score（CAS, 0-6点）

安全にできる 介助または口頭指示が
あればできる

介助や口頭指示があってもできない

ベッドへの/ベッドからの移乗動作 2 1 0

肘掛け付き椅子/車椅子からの立ち座り 2 1 0

屋内歩行(歩行補助具利用可) 2 1 0

小計

合計

The New Mobility Score（NMS, 0-9点）

できる 歩行補助具が
あればできる

他人の助けを
借りてできる

できない

屋内歩行 3 2 1 0

屋外歩行 3 2 1 0

買い物中の歩行 3 2 1 0

小計

合計

Falls Efficacy Scale-International（FES-I, 16-64点）

転倒にまったく気を遣わない 転倒にどちらかというと気を遣う 転倒にかなり気を遣う 転倒にとても気を遣う

家の掃除 1 2 3 4

着替え 1 2 3 4

簡単な食事の準備 1 2 3 4

自宅の浴槽への出入り 1 2 3 4

日用の食料品の買い物 1 2 3 4

椅子からの立ち座り 1 2 3 4

階段昇降 1 2 3 4

近所の散歩 1 2 3 4

床の物、または頭上の物を取る 1 2 3 4

電話の呼び出し音が鳴り止む前に受話器を取る 1 2 3 4

滑りやすい路面を歩く 1 2 3 4

親しい友人や親戚を訪ねる 1 2 3 4

人混みの中を歩く 1 2 3 4

凸凹の路面を歩く 1 2 3 4

坂道を登るまたは下りる 1 2 3 4

家族以外との活動や会合への参加 1 2 3 4

小計

合計



Short Physical Performance Battery（SPPB）
評価日：

評価者：

合計点数： 点


